
物語と
ジェンダー
ドイツ⽂学研究と⽇本⽂学研究の交差
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2024年2⽉3⽇（⼟）13:30-17:00
東京都⽴⼤学南⼤沢キャンパス
（京王相模原線南⼤沢駅から徒歩５分）

１号館�220教室
対⾯開催∕⼊場無料∕事前申込不要
使⽤⾔語・⽇本語

エルフリーデ・イェリネク『女性の�-犠牲者』の��的想�
����（東�都立⼤���授）

女の友情とミソジニー —— イルムガルト・コインの1930年代の作品をめぐって

⽥�理�（���⼤��授）

�れだけは�にも禁⽌できない —— ルッツ・ザイラー『クルーゾー』における男同⼠の�

金�成（東�都立⼤���授）

女性の貧�と�体のネオリベラリズム —— 桐野夏⽣の『OUT』と川上未映�の『�と卵』を�み�す 
岩⽥クリスティーナ（�古�⼤��授）

沖�の現代��におけるジェンダー構�とポストコロニアルな�⼒�� ——⼆つの例をめぐって

イーナ・ハイン（ウィーン⼤��授） 

プログラム

主催・科学研究費「同時代の災厄を語る オーストリア現代⽂学における「死者とのコミュニケーション」」
    （若⼿研究∕19K13137∕研究代表者・福岡⿇⼦）
   科学研究費「現代ドイツ⽂学における「転換（Wende）」の歴史化」
    （若⼿研究∕22K13091∕研究代表者・⾦志成）
共催・東京都⽴⼤学ドイツ語圏⽂化論教室

お問い合わせ asakofukuoka@tmu.ac.jp（福岡⿇⼦）
      chsnkm1987@gmail.com（⾦志成）


